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高
畠
町
で
最
初
の
町
指
定
文
化
財
で
あ
る
「
五
百
羅
漢
像
」
の
修
理
事
業
が
始
ま
っ
た
。
文
化
か
ら
天
保
に
か

け
て
製
作
さ
れ
た
木
彫
の
お
像
で
あ
る
。
個
々
の
お
像
に
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
時
間
の
経
過
や
置
か
れ
た
環

境
に
よ
る
劣
化
が
見
ら
れ
、
新
潟
地
震
に
よ
っ
て
そ
の
多
く
が
破
損
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
本
格
的
な
修
理
修
復
は

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
記
憶
に
新
し
い
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
も
あ
り
、
各
方
面
か
ら
の
助
成

を
得
な
が
ら
、
修
理
修
復
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

修
復
作
業
は
、
一
般
社
団
法
人　

木
文
研
（
代
表
理
事　

岡
田　

靖
氏
）
に
よ
っ
て
十
一
月
七
日
か
ら
十
七
日

ま
で
行
わ
れ
た
。
終
了
日
の
前
日
、
修
理
の
現
場
と
な
っ
て
い
る
お
寺
さ
ん
を
偶
々
訪
れ
た
時
、
岡
田
さ
ん
は
外

で
休
憩
し
て
お
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
私
の
顔
を
見
る
な
り
「
と
う
と
う
見
つ
け
ま
し
た
よ
。」
と
興
奮
気
味
に
言
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

　

五
百
羅
漢
像
の
製
作
者
に
つ
い
て
は
、
あ
る
人
物
名
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
人
物
に
つ
い
て
は
何
の
情

報
も
な
く
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
も
疑
義
が
も
た
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
数
年
前
に
五
百
羅
漢
像
の
悉
皆
調
査
を

行
っ
て
い
る
岡
田
さ
ん
は
、
当
初
よ
り
あ
る
著
名
な
仏
師
、
あ
る
い
は
そ
の
一
門
の
作
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

て
お
り
、
今
回
お
像
一
体
々
々
を
詳
細
に
調
査
す
る
中
で
、
仏
師
名
の
記
載
が
な
い
か
と
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、

仏
師
名
ど
こ
ろ
か
一
文
字
の
墨
書
も
な
く
、
少
々
が
っ
か
り
さ
れ
て
い
た
。
修
復
期
間
中
、
二
人
で
五
百
羅
漢
像

と
同
時
期
に
お
寺
に
納
め
ら
れ
た
他
の
木
像
を
見
て
回
っ
た
時
、
こ
の
お
像
の
こ
の
部
分
に
仏
師
名
が
あ
る
は
ず

だ
と
言
わ
れ
て
い
た
、
ま
さ
に
そ
の
場
所
に
仏
師
の
名
を
記
し
た
墨
書
を
発
見
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
記
さ

れ
て
い
た
場
所
、
仏
師
名
と
も
に
岡
田
さ
ん
が
思
い
描
い
て
い
た
と
お
り
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
は
も
う
嬉

し
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
見
つ
け
ま
し
た
よ
と
言
わ
れ
た
時
の
満
面
に
浮
か
ぶ
笑
顔
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
た
し
、

私
自
身
も
本
当
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。

　

実
は
、
五
百
羅
漢
像
の
謎
は
こ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
下
世
話
な
話
だ
が
、
相
当
に
高
価
な
も
の
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
五
百
羅
漢
像
の
購
入
に
際
し
、
一
体
誰
が
資
金
を
出
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
。

現
在
五
百
羅
漢
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
羅
漢
堂
が
建
設
さ
れ
る
ま
で
、
ど
こ
に
保
管
さ
れ
て
い
た
の
か
。
こ
れ
ほ

ど
の
お
像
が
遠
く
京
都
よ
り
運
ば
れ
て
き
た
こ
の
一
大
事
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
近
郷
近
在
の
村
々
へ
瞬
く
間
に

話
は
広
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、文
書
等
の
記
録
が
未
だ
発
見
で
き
な
い
の
は
何
故
か
。
謎
は
つ
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
の
は
僅
か
数
行
の
墨
書
で
は
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
の
持
つ
意
味
は
極
め
て

大
き
い
。
今
後
修
理
修
復
作
業
が
進
め
ら
れ
る
中
で
、
新
た
な
発
見
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
し
、『
何
故
』
に

対
す
る
答
え
が
ど
こ
か
に
必
ず
あ
る
と
信
じ
た
い
。

▲修復された玉龍院五百羅漢像

      　

高
畠
町
教
育
委
員
会　

井
田 

秀
和

 

最
近
嬉
し
か
っ
た
こ
と　

               

〜
五
百
羅
漢
像
の
修
復
事
業
か
ら
〜

▲修復作業中の岡田氏



▲企画展記念講演会　鈴木 三男  氏

　

今
年
度
は
鈴
木
三
男
先
生

の
「
縄
文
人
が
つ
く
っ
た
ふ

る
さ
と
の
森
」
の
演
題
で
企

画
展
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
初
に
、
押
出
遺
跡
と
小

山
崎
遺
跡
の
植
生
環
境
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

を
、
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
縄
文
時
代
の
柱
や

杭
材
は
圧
倒
的
に
ク
リ
が
多

い
の
だ
が
、
押
出
遺
跡
で
の

建
築
材
は
ト
ネ
リ
コ
が
約
半

分
、
残
り
四
分
の
一
が
ヤ
ナ

ギ
を
占
め
る
と
い
う
特
異
な

樹
種
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

低
湿
地
の
ど
真
ん
中
と
い
う

立
地
を
反
映
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

押
出
の
木
製
品
の
樹
種
は

ケ
ン
ポ
ナ
シ
が
異
常
に
多
い

と
の
こ
と
、
そ
し
て
、
樹
皮

袋
は
北
海
道
や
シ
ベ
リ
ア
で

利
用
が
多
い
カ
バ
ノ
キ
で
あ

り
、
縄
紐
も
樹
皮
巻
も
カ
バ

ノ
キ
と
サ
ク
ラ
属
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　

つ
ぎ
に
、
全
国
的
な
植
物

利
用
の
実
態
つ
い
て
説
明
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
編
組
製
品
の
素
材
は
樹
皮

や
ム
ク
ロ
ジ
と
イ
ヌ
ビ
ワ
の

へ
ぎ
材
が
使
わ
れ
、
根
も
使

わ
れ
た
例
が
あ
る
こ
と
。

②
縄
紐
類
の
素
材
は
シ
ダ
類

の
葉
柄
が
大
半
で
、
他
に
ヤ

マ
ブ
ド
ウ
の
樹
皮
、
マ
タ
タ

ビ
属
や
、
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
の

蔓
、
カ
バ
ノ
キ
属
や
サ
ク
ラ

属
の
外
樹
皮
、
シ
ナ
ノ
キ

や
ニ
レ
属
の
樹
皮
繊
維
、
ア

サ
、
カ
ラ
ム
シ
、
イ
ラ
ク
サ

科
の
繊
維
な
ど
実
に
多
様
で

あ
っ
た
こ
と
。

③
漆
の
利
用
は
、
縄
文
時
代

草
創
期
の
爪
形
文
土
器
の
時

代
ま
で
溯
る
こ
と
。

④
縄
文
人
は
ム
ラ
サ
キ
シ
キ

ブ
や
イ
ヌ
ガ
ヤ
の
低
木
を
育

成
管
理
し
て
い
た
こ
と
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
ム
ラ
の

廻
り
に
は
畑
や
、
ク
リ
や
ウ

ル
シ
林
が
あ
り
、
そ
の
外
側

の
二
次
林
と
し
て
の
雑
木
林

が
「
恵
み
の
空
間
」
と
し
て

存
在
し
て
お
り
、
二
次
林
で

あ
る
「
ふ
る
さ
と
の
森
」
の

成
立
は
縄
文
時
代
に
溯
る
と

し
て
、
講
演
を
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
期
の
特
集
は
『
置
賜
の
歴
史
と
生
活
を
さ
ぐ
る
』
で
す
。

人
々
が
生
活
の
中
で
神
仏
を
信
仰
し
て
い
た
風
景
、
中
世
・
置

賜
地
方
を
拠
点
と
し
て
い
た
伊
達
氏
の
歴
史
、
生
活
の
必
需
品

で
あ
る
焼
き
物
な
ど
…

　

今
年
も
様
々
な
視
点
か
ら
置
賜
の
歴
史
を
見
て
行
き
ま
す
。

　【
第
１
回
】  

伊
達
時
代
の
置
賜

　
　
「
伊
達
氏
の
ふ
る
さ
と
梁
川
城
」
今
野 

賀
章　

氏

　
　
「
伊
達
時
代
の
米
沢
―
舘
山
城
を
中
心
に
―
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

宮
田 

直
樹　

氏

                     

平
成
29
年
1
月
15
日(

日) 

13
時
〜
16
時

【
第
２
回
】
置
賜
の
産
業　

焼
き
物
編

　
　
「
置
賜
の
窯
業
」                          

高
橋　

拓　

 

氏

　
　
「
江
戸
前
期
の
地
方
窯
業
」          

渡
辺 

芳
郎    

氏

                     

平
成
29
年
2
月
12
日(

日) 

13
時
〜
16
時

【
第
３
回
】
置
賜
の
生
活

　
　
「
置
賜
の
民
俗
」                          

阿
部 

宇
洋　

氏

　
　
「
川
西
町
の
石
造
物
」                  

伊
藤 

義
隆　

氏

                    

平
成
29
年
3
月
5
日(

日) 

13
時
〜
16
時

会
場
：  

考
古
資
料
館　
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

第
XI
期　

う
き
た
む
学
講
座

　

催
し
物
の
ご
案
内

　

今
後
の
催
し
物
で
す
。
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
（
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

　

◇
ガ
ラ
ス
玉
を
つ
く
ろ
う　
　
　

12
月
3
日

（土）

　

◇
編あ

ん
ぎ
ん布

を
つ
く
ろ
う　
　
　
　

  

12
月
3
日
（土）

    

◇
考
古
資
料
検
討
会　

       　

     

2
月
5
日

（日）　

　

企
画
展
講
演
会

企
画
展
講
演
会

　
　
　
　

平
成
平
成
2828
年
1111
月
1313
日(

日)

「縄
文
人
が
つ
く
った
ふ
る
さ
と
の
森
」

「縄
文
人
が
つ
く
った
ふ
る
さ
と
の
森
」

森
と
暮
せ
ば

森
と
暮
せ
ば
～
縄
文
人
の
植
物
利
用
～

～
縄
文
人
の
植
物
利
用
～



　

今
期
は
「
縄
文
時
代
の
植

物
利
用
」
と
題
し
て
、
全
三

回
開
講
し
、
今
回
の
企
画
展

を
よ
り
深
く
理
解
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
以
下
に
内

容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
押
出
遺
跡
の
植
物
利
用
」

　
　
　

水
戸
部 

秀
樹　

氏

　
（
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

 目 次 
序　章　森と暮せば　
第一章　住と木工
第二章　食料の獲得と加工
第三章　器と漆
第四章　装いと祈り

考
古
学
セ
ミ
ナ
ー　

　

今
年
度
開
催
の
、
第

二
十
四
回
企
画
展
「
森
と
暮

せ
ば
〜
縄
文
人
の
植
物
利
用
〜
」

の
展
示
図
録
で
す
。

　

通
常
発
掘
さ
れ
る
こ
と
の

少
な
い
木
製
品
を
通
し
、
縄

文
人
が
身
近
な
植
物
を
ど
の

よ
う
に
利
用
し
て
い
た
の

か
、
豊
か
な
森
と
縄
文
人
の

関
わ
り
を
探
り
ま
す
。

　

展
示
遺
物
を
全
点
収
録
。

詳
細
は
、
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

絶
賛
頒
布
中
！

「
森
と
暮
せ
ば

　
　

～
縄
文
人
の
植
物
利
用
～

」

遺跡解説―1　小山崎遺跡
遺跡解説―2　押出遺跡

平
成
28
年
9
月
25
日
／
10
月
9
日
／
10
月
23
日(

日)
第
十
八
期

帯
に
あ
っ
た
遺
跡
で
、
通
常

で
あ
れ
ば
土
中
で
腐
っ
て
し

ま
う
植
物
由
来
の
遺
物
が
、

　

押
出
遺
跡

は
、
大
谷
地
と

呼
ば
れ
る
湿
地

「
小
山
崎
遺
跡
の
植
物
利
用
」

　
　
　
　

大
川 

貴
弘　

氏

　
（
遊
佐
町
役
場
）　
　
　
　

良
好
な
状
態
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
彩
漆
土
器
が

完
全
に
復
元
で
き
る
形
で
発

見
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
食
用
と
さ
れ
た
ク

リ
や
ク
ル
ミ
も
多
く
発
見
さ

れ
、
管
理
栽
培
さ
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

下
水
が
豊
富
な
地
で
、
植
物

に
由
来
す
る
遺
物
が
良
好
な

状
態
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
跡
か
ら
は
、
出
根
を
抑

制
す
る
た
め
、
先
端
が
裂
か

れ
た
コ
ナ
ラ
が
出
土
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ア
サ
・
ヒ
エ
・

ゴ
ボ
ウ
近
似
種
な
ど
の
種
子

や
、
豊
富
な
木
胎
漆
器
な
ど

も
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
瀬
山
遺
跡
の
水
場
遺
構

と
植
物
利
用
」

　
　
　
　

小
林 

圭
一　

氏

　
（
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
）

　

小
山
崎
遺
跡

は
、
鳥
海
山
麓

に
位
置
し
、
地

後
・
晩
期
の
水
場
遺
構
が
五

　

寒
河
江
市
の

高
瀬
山
遺
跡
で

は
、
縄
文
時
代

　

東
日
本
で

は
、
旧
石
器
時

代
末
に
は
温
帯

性
な
い
し
亜
寒
帯
針
葉
樹
林

が
分
布
し
て
い
ま
し
た
が
、

縄
文
時
代
よ
り
コ
ナ
ラ
亜
属

や
カ
バ
ノ
キ
属
の
落
葉
広
葉

樹
を
混
生
し
た
植
生
に
変
化

し
、
早
期
に
は
落
葉
広
葉
樹

か
ら
な
る
森
林
に
変
化
し
ま

し
た
。

　

押
出
遺
跡
の
盛
土
遺
構
の

杭
に
は
、
周
辺
の
湿
地
林
や

河
畔
林
、
山
地
の
落
葉
広
葉

基
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
湧
水

が
豊
富
な
地
で
あ
り
、
水
場

の
作
業
場
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

遺
構
の
周
囲
か
ら
は
、
ト

チ
ノ
キ
な
ど
の
種
子
が
集
中

し
て
発
見
さ
れ
、
ア
ク
抜
き

な
ど
の
種
子
の
加
工
に
関
わ

る
施
設
で
あ
っ
た
と
想
定
さ

れ
ま
す
。

「
縄
文
時
代
の
植
生
史
と

植
物
利
用
」

　
　
　
　

吉
川 

昌
伸　

氏

　
（
古
代
の
森
研
究
舎
）

樹
林
の
木
が
使
わ
れ
て
お

り
、
近
場
で
調
達
が
容
易
な

木
材
を
利
用
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

「
出
土
遺
体
に
み
る
縄
文
時

代
の
植
物
利
用
」

　
　
　
　

吉
川 

純
子　

氏

　
（
古
代
の
森
研
究
舎
）

　

出
土
す
る
種

実
は
、
人
間
が

介
在
し
な
い
自

然
の
も
の
も
多
く
混
在
す
る

た
め
、
堆
積
状
況
な
ど
の
確

認
が
必
要
で
す
。

　

押
出
遺
跡
で
は
、
水
域
や

湿
地
の
植
物
と
と
も
に
、
ク

リ
が
完
形
で
炭
化
し
た
状
態

で
流
路
に
堆
積
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
大
量
に
出
土
し

た
オ
ニ
グ
ル
ミ
も
人
為
的
破

砕
痕
が
確
認
さ
れ
、
い
ず
れ

も
人
為
的
に
廃
棄
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

小
山
崎
遺
跡
で
は
先
端
処

理
さ
れ
た
コ
ナ
ラ
の
集
積

や
、
利
用
痕
の
あ
る
ク
ル

ミ
、
カ
ボ
チ
ャ
に
似
た
種
子

が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。



　
　

縄
文
時
代
前
期

　
　
　
　

●
高
畠
町　

押
出
遺
跡

我
が
館
の
展
示
品
（
36
）

ク
リ
・
ク
ル
ミ

置賜史跡めぐり（42）

高
畠
の
洞
窟
遺
跡
群

高
畠
の
洞
窟
遺
跡
群

　

高
畠
町
北
部
に
位
置

す
る
大
谷
地
周
辺
の
丘

陵
地
は
、
緑
色
凝
灰
岩

（
グ
リ
ー
ン
タ
フ
）
と
呼

ば
れ
る
凝
灰
岩
で
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
丘
陵

地
に
露
出
す
る
凝
灰
岩

は
、
風
雨
に
よ
る
侵
食
な
ど
で
洞

窟
や
岩
陰
を
つ
く
り
出
し
、
日
向

洞
窟
・
火
箱
岩
洞
窟
・
大
立
洞
窟
・

一
ノ
沢
洞
窟
の
国
指
定
史
跡
を
は

じ
め
、
多
く
の
洞
窟
遺
跡
・
岩
陰

遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
日
向
洞
窟
（
国
指
定
史
跡
）

　

日
向
洞
窟
は
、
白
竜
湖
東
側
の

丘
陵
の
麓
に
あ
り
ま
す
。
第
Ⅰ
洞

窟
、第
Ⅱ
洞
窟
の
二
つ
の
洞
窟
と
、

第
Ⅲ
岩
陰
、
第
Ⅳ
岩
陰
の
二
つ
の

岩
陰
で
構
成
さ
れ
、
中
心
と
な
る

第
Ⅰ
洞
窟
で
の
縄
文
時
代
草
創
期

の
土
器
の
発
見
は
、
縄
文
時
代
に

「
草
創
期
」
と
い
う
時
期
区
分
が

新
た
に
設
定
さ
れ
る
き
っ
か
け
と

も
な
り
ま
し
た
。
近
年
、
洞
窟
西

側
の
平
地
部
分
の
発
掘
調
査
が
進

め
ら
れ
、
草
創
期
の
遺
構
や
遺
物

が
広
範
囲
に
分
布
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

◇
火
箱
岩
洞
窟
（
国
指
定
史
跡
）

　

火
箱
岩
洞
窟
は
、
日
向
洞
窟
の

北
に
位
置
す
る
大
師
森
山
の
中
腹

に
あ
る
洞
窟
遺
跡
で
、
上
洞
と
下

洞
の
二
つ
の
洞
窟
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
三
十
六
年
か
ら
三
十
八
年

に
か
け
て
三
回
の
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
、
そ
の
調
査
で
上
洞
は
縄
文

時
代
前
期
か
ら
古
墳
時
代
ま
で
、

下
洞
は
縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
古

墳
時
代
ま
で
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

◇
大
立
洞
窟
（
国
指
定
史
跡
）

　

大
立
洞
窟
は
、
日
向
洞
窟
の
南

に
位
置
す
る
大
立
山
に
あ
り
、
開

口
十
三
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
メ
ー

ト
ル
の
洞
窟
と
、
両
脇
の
岩
陰
で

構
成
さ
れ
る
洞
窟
遺
跡
で
す
。

　

昭
和
五
十
年
か
ら
五
十
二
年
に

か
け
て
三
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、縄
文
時
代
草
創
期
か
ら
奈
良
・

平
安
時
代
の
遺
跡
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

洞
窟
前
の
傾
斜
地
か
ら
は
、

縄
文
時
代
草
創
期
の
微
隆
起
線

文
土
器
な
ど
の
土
器
が
出
土
し

ま
し
た
。

◇
一
ノ
沢
洞
窟（
国
指
定
史
跡
）

　

一
ノ
沢
洞
窟
は
、第
Ⅰ
岩
陰
、

第
Ⅱ
岩
陰
、
第
Ⅲ
岩
陰
か
ら
成

る
岩
陰
遺
跡
で
す
。

　

昭
和
三
十
三
年
か
ら
三
十
六

年
に
か
け
て
三
回
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
中
心
と
な
る
第
Ⅰ

岩
陰
前
の
傾
斜
地
か
ら
、
縄
文

時
代
草
創
期
か
ら
奈
良
・
平
安

時
代
に
か
け
て
の
遺
物
が
大
量

に
出
土
し
ま
し
た
。

　

押
出
遺
跡
は
今
か
ら
約

六
千
年
前
、
屋
代
川
と
吉
野

川
の
合
流
点
に
近
い
、
白
竜

湖
か
ら
つ
づ
く
低
湿
地
に
営

ま
れ
た
集
落
遺
跡
で
す
。

　

遺
跡
か
ら
は
ク
リ
、
ク
ル

ミ
な
ど
の
他
、
大
量
の
有
機

物
の
遺
物
が
当
時
の
原
形
を

留
め
て
出
土
し
ま
し
た
が
、

そ
れ
は
低
湿
地
に
あ
る
こ
の

遺
跡
が
、
水
に
浸
か
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。

▲ 日向洞窟

  

ベ
ビ
ー
カ
ー
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

　

日
本
博
物
館
協
会
が
行
う
博
物
館
利
用
推
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、宝
く
じ
協
会
の
助
成
に
よ
り
、当
館
に
ベ
ビ
ー
カ
ー

が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

館
内
見
学
の
際
ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
ま
で

お
気
軽
に
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

押
出
遺
跡
出
土
の

高
畠
町　

●
縄
文
時
代
草
創
期

高
畠
町　

●
縄
文
時
代
草
創
期

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
植
物
を

原
料
と
し
て
作
ら
れ
た
炭
化

食
品
（
縄
文
ク
ッ
キ
ー
）
も

出
土
し
て
お
り
、
当
時
の
食

生
活
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で

き
る
貴
重
な
資
料
と
し
て
展

示
し
て
い
ま
す
。

▲ 押出遺跡出土のクリ・クルミ


